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○岡山県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則 

平成十三年六月十二日 

岡山県規則第六十四号 

改正 平成一三年九月二八日規則第八六号 

平成一四年三月一九日規則第二五号 

平成一七年四月一日規則第八八号 

平成一七年六月二一日規則第九九号 

平成一八年三月二四日規則第四三号 

平成二三年一〇月二一日規則第六〇号 

平成二三年一二月二七日規則第七〇号 

平成二五年六月二八日規則第四五号 

岡山県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則を次のように定める。 

岡山県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則 

（趣旨） 

第一条 この規則は、岡山県動物の愛護及び管理に関する条例（平成十三年岡山県条例第二十二号。

以下「条例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（犬の飼い主の遵守事項の特例） 

第二条 条例第八条第一号ニの規則で定める場合は、次の各号のいずれかに該当する場合とする。 

一 展覧会、競技会、曲芸その他これらに類する催物に出品し、出場させ、又は使用する場合 

二 生後九十日以内の場合 

（平一八規則四三・旧第三条繰上） 

（犬又は猫の引取り） 

第三条 条例第十条第一項の規定による犬又は猫の引取りの申請は、犬の飼い主にあっては犬の引取

り申請書（様式第一号）により、猫の飼い主にあっては猫の引取り申請書（様式第二号）により行

わなければならない。 

２ 条例第十条第二項の規定による拾得者その他の者からの犬又は猫の引取りの申請は、犬又は猫の

引取り申請書（様式第三号）により行わなければならない。 

（平一八規則四三・旧第十六条繰上・一部改正、平二五規則四五・一部改正） 

（身分証明書） 

第四条 条例第十一条第五項及び第二十条第二項に規定する証明書は、身分証明書（様式第四号）と

する。 

（平一八規則四三・旧第十七条繰上・一部改正） 

（収容する負傷動物） 

第五条 条例第十二条の規則で定める動物は、いえうさぎ、鶏及びあひるとする。 
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（平一八規則四三・旧第十八条繰上・一部改正、平二五規則四五・一部改正） 

（公示の方法） 

第六条 条例第十三条第一項（同条第四項において準用する場合を含む。）の規定による公示は、岡

山県動物愛護センターの掲示場に掲示することにより行うものとする。 

（平一七規則八八・一部改正、平一八規則四三・旧第十九条繰上・一部改正） 

（犬、猫等の返還） 

第七条 条例第十三条第二項（同条第四項において準用する場合を含む。）の規定により返還を受け

ようとする者は、犬にあっては犬の返還申請書（様式第五号）を、犬以外の動物にあっては猫等の

返還申請書（様式第六号）を知事に提出しなければならない。 

（平一八規則四三・旧第二十条繰上・一部改正、平二五規則四五・一部改正） 

（犬又は猫の譲渡） 

第八条 条例第十四条第二項の規定による犬又は猫の譲渡の申請は、犬又は猫の譲渡申請書（様式第

七号）により行わなければならない。 

（平一八規則四三・旧第二十一条繰上・一部改正、平二五規則四五・一部改正） 

（野犬等の掃討の方法） 

第九条 条例第十五条第一項の規定による野犬等の掃討（以下「野犬等の掃討」という。）は、必要

な時間を限って、道路、空地、広場、堤防その他適当な地表に薬物入りの餌を置くことによって行

うものとする。 

２ 前項の薬物入りの餌には、当該餌ごとに薬物入りの餌である旨の表示をしておかなければならな

い。 

３ 岡山県動物愛護センターの長は、当該職員に第一項の薬物入りの餌の置かれた場所を巡回させ、

かつ、野犬等の掃討の時間として定められた終了の時刻が経過する前に当該薬物入りの餌を回収さ

せなければならない。 

（平一七規則八八・一部改正、平一八規則四三・旧第二十二条繰上・一部改正、平二五規則

四五・一部改正） 

（野犬等を掃討する旨の周知の方法） 

第十条 条例第十五条第一項の規定による周知は、野犬等の掃討を実施する区域、期間及び時間、薬

物の種類並びに薬物入りの餌の状態について、少なくとも次に掲げる措置を採ることにより行うも

のとする。 

一 野犬等の掃討を実施する区域内及びその周辺に居住する犬の飼い主に文書で通知すること。 

二 野犬等の掃討を実施する区域内及びその周辺で公衆の見やすい場所に掲示すること。 

三 放送その他の方法によって広報をすること。 

２ 前項第一号の規定による通知は野犬等の掃討の開始の日の三日前までに、同項第二号の規定によ

る掲示は開始の日の三日前から終了の日まで、同項第三号の規定による広報は開始の日の三日前か
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ら開始の日までの間の適当な日にそれぞれ行わなければならない。 

（平一八規則四三・旧第二十三条繰上・一部改正、平二五規則四五・一部改正） 

（事故発生の報告） 

第十一条 条例第十八条第一項の規定による報告は、犬の飼い主にあっては犬の事故報告書（様式第

八号）により、犬以外の動物の飼い主にあっては事故報告書（様式第九号）により行わなければな

らない。 

（平一八規則四三・旧第二十四条繰上・一部改正） 

（動物愛護管理員及び動物愛護指導員） 

第十二条 条例第二十一条第一項の動物愛護管理員は、条例で定めるもののほか、学校教育法（昭和

二十二年法律第二十六号）に基づく大学において獣医学又は畜産学を修めた者（以下この条におい

て「獣医学等修業者」という。）をもって充て、同項の動物愛護指導員は、獣医師又は獣医学等修

業者以外の者をもって充てる。 

（平一八規則四三・旧第二十五条繰上・一部改正） 

（手数料の額等） 

第十三条 条例第二十二条第一項の規則で定める額は、次のとおりとする。 

一 生後九十一日以上の犬又は猫 一頭又は一匹につき二千円 

二 生後九十一日未満の犬又は猫 五頭又は五匹までにつき千円（五頭又は五匹を超える場合にあ

っては、千円に五頭又は五匹を超える部分が五頭又は五匹までごとに千円を加算した額） 

２ 条例第二十二条第五項に規定する返還を受けようとする者は、次の各号に掲げる費用の区分に応

じ、当該各号に定める額の費用を負担しなければならない。 

一 保管に要した費用 動物一頭、一匹又は一羽一日につき三百円 

二 返還に要する費用 動物一頭、一匹又は一羽につき三千円 

（平一八規則四三・旧第二十六条繰上・一部改正、平二五規則四五・一部改正） 

（適用除外市町村） 

第十四条 条例第二十三条の規則で定める市町村は、岡山市及び倉敷市とする。 

（平一三規則八六・追加、平一四規則二五・一部改正、平一八規則四三・旧第二十七条繰上・

一部改正） 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十三年七月一日から施行する。ただし、第二十六条第一項の規定は、平成十四

年四月一日から施行する。 

（岡山県飼い犬取締条例施行規則等の廃止） 

２ 次に掲げる規則は、廃止する。 

一 岡山県飼い犬取締条例施行規則（昭和四十五年岡山県規則第七号） 
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二 危険な動物の飼養及び保管に関する条例施行規則（昭和五十六年岡山県規則第四十八号） 

（経過措置） 

３ この規則の施行の際前項の規定による廃止前の岡山県飼い犬取締条例施行規則又は危険な動物の

飼養及び保管に関する条例施行規則によりした処分、手続その他の行為で現にその効力を有するも

のは、この規則の相当規定によってした処分、手続その他の行為とみなす。 

４ この規則の施行の際現に別表第一に掲げる動物のうち、附則第二項の規定による廃止前の危険な

動物の飼養及び保管に関する条例施行規則（次項において「旧規則」という。）別表第一に掲げら

れていないものを飼養している者（条例第十一条第一項各号に掲げる場合を除く。）は、この規則

の施行の日から起算して三月間は、条例第十一条第一項又は第十四条第一項の許可（以下「危険な

動物の飼養許可」という。）を受けないでも、引き続き当該動物を飼養することができる。その者

がその期間内に危険な動物の飼養許可の申請をした場合において、その期間を経過したときは、そ

の申請に対する許可をする旨又は許可をしない旨の通知を受ける日までの期間についても、同様と

する。 

５ この規則の施行の際現に別表第一に掲げる動物のうち、旧規則別表第一に掲げられていないもの

を飼養している者で、条例第十一条第一項第一号、第二号又は第四号に規定する施設の設置者であ

るものは、条例第十七条第一項の規定にかかわらず、この規則の施行の日から起算して三月以内に、

条例第十一条第二項第一号から第六号までに掲げる事項を知事に届け出なければならない。 

附 則（平成一三年規則第八六号） 

この規則は、平成十三年十月一日から施行する。 

附 則（平成一四年規則第二五号） 

この規則は、平成十四年四月一日から施行する。 

附 則（平成一七年規則第八八号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成一七年規則第九九号）抄 

（施行期日） 

１ この規則は、公布の日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前の次に掲げる規則に定める様式による用紙は、当分の間、所要の調整をし

て使用することができる。 

一から十まで 略 

十一 岡山県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則 

附 則（平成一八年規則第四三号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成十八年六月一日から施行する。 
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（経過措置） 

２ この規則による改正前の岡山県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則に定める様式による用

紙は、当分の間、所要の調整をして使用することができる。 

附 則（平成二三年規則第六〇号） 

この規則は、公布の日から施行する。 

附 則（平成二三年規則第七〇号） 

この規則は、平成二十四年四月一日から施行する。 

附 則（平成二五年規則第四五号） 

（施行期日） 

１ この規則は、平成二十五年九月一日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則による改正前の岡山県動物の愛護及び管理に関する条例施行規則に定める様式による用

紙は、当分の間、所要の調整をして使用することができる。 
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様式第１号（第３条関係） 

（平18規則43・旧様式第９号繰上・一部改正、平25規則45・一部改正） 

様式第２号（第３条関係） 

（平18規則43・旧様式第10号繰上・一部改正、平25規則45・一部改正） 

様式第３号（第３条関係） 

（平18規則43・旧様式第11号繰上・一部改正、平25規則45・一部改正） 

様式第４号（第４条関係） 

（平18規則43・旧様式第12号繰上・一部改正、平23規則70・一部改正） 

様式第５号（第７条関係） 

（平18規則43・旧様式第13号繰上・一部改正、平23規則60・一部改正） 

様式第６号（第７条関係） 

（平18規則43・旧様式第14号繰上・一部改正、平25規則45・一部改正） 

様式第７号（第８条関係） 

（平18規則43・旧様式第15号繰上・一部改正、平25規則45・一部改正） 

様式第８号（第11条関係） 

（平18規則43・旧様式第16号繰上・一部改正） 

様式第９号（第11条関係） 

（平18規則43・旧様式第17号繰上・一部改正） 

 


